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(57)【要約】
【課題】オブジェクトの経時的変化を容易に把握できる
ようにする。
【解決手段】同一のオブジェクトを経時的に撮影して得
た２枚の静止画像を「一の静止画像」「他の静止画像」
とする。本発明においては、「一の静止画像」の手前側
に「他の静止画像」を重ね合わせ、該他の静止画像の透
明度を図２(a) 又は(b) に示すように変化させる。これ
により、表示される静止画像が徐々に切り替わることと
なり、それら２枚の静止画像によって擬似的な動画が作
成されることとなる。したがって、２枚の静止画像を単
に並べて見比べる場合（つまり、２枚の静止画像を見比
べて、経時的変化があったところを捜すような場合）に
比べ、前記オブジェクトの経時的変化を把握することが
容易となる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同一のオブジェクトを経時的に撮影して得た複数の静止画像を使って該オブジェクトの
経時的変化を示す擬似動画を作成する擬似動画作成装置において、
　前記複数の静止画像を画像データとして保存する画像データ保存手段と、
　該画像データ保存手段からの画像データを受けて、一の静止画像の手前側に該静止画像
に重なるように、かつ、所定時間が経過する度に透明度を所定量（「透明度変化量」とす
る）ずつ変化させながら他の静止画像を表示することにより前記擬似動画を作成する擬似
動画作成手段と、
　前記透明度変化量を指定する変化量指定手段と、
　を備えたことを特徴とする擬似動画作成装置。
【請求項２】
　前記透明度変化量は、前記他の静止画像の透明度の変化開始から変化終了までの間、略
一定となるように設定された、
　ことを特徴とする請求項１に記載の擬似動画作成装置。
【請求項３】
　前記一の静止画像の撮影時刻と前記他の静止画像の撮影時刻との差である撮影時刻差を
Δｔとした場合に下式によって前記擬似動画の表示時間ΔＴを演算する表示時間演算手段
、を備え、
【数１】

　前記変化量指定手段は、前記他の静止画像の透明度の変化開始から変化終了までの時間
が前記表示時間演算手段にて演算された表示時間ΔＴに略一致するように前記透明度変化
量を指定する、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の擬似動画作成装置。
【請求項４】
　各静止画像の撮影時刻を時刻データとして保存する時刻データ保存手段と、
　該時刻データ保存手段に保存された時刻データに基づき前記撮影時刻差Δｔを演算する
時刻差演算手段と、
を備え、
　前記表示時間演算手段は、該時刻差演算手段が演算した撮影時刻差Δｔに基づいて前記
擬似動画の表示時間ΔＴを演算する、
　ことを特徴とする請求項３に記載の擬似動画作成装置。
【請求項５】
　前記複数の静止画像を、撮影順に“第１静止画像”“第２静止画像”“第３静止画像”
とした場合に、
　前記擬似動画作成手段は、前記第１静止画像及び前記第２静止画像の内の一の静止画像
の手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透明度を変化させながら他の静止画像を表
示することにより前記第１静止画像から前記第２静止画像に徐々に切り替え表示されてな
る第１擬似動画を作成し、前記第２静止画像及び前記第３静止画像の内の一の静止画像の
手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透明度を変化させながら他の静止画像を表示
することにより前記第２静止画像から前記第３静止画像に徐々に切り替え表示されてなる
第２擬似動画を作成し、
　前記表示時間演算手段は、前記第１擬似動画の表示時間である第１表示時間ΔＴ１と、
前記第２擬似動画の表示時間である第２表示時間ΔＴ２とを下式を満たすように演算する
、
　ことを特徴とする請求項３又は４に記載の擬似動画作成装置。
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【数２】

　　但し、Δｔ１は、前記第１静止画像の撮影時刻と前記第２静止画像の撮影時刻との撮
影時刻差であり、Δｔ２は、前記第２静止画像の撮影時刻と前記第３静止画像の撮影時刻
との撮影時刻差である。
【請求項６】
　同一のオブジェクトを経時的に撮影して得た複数の静止画像を使って該オブジェクトの
経時的変化を示す擬似動画を作成する擬似動画作成方法において、
　前記複数の静止画像を画像データとして保存するステップと、
　該保存した画像データを使って、一の静止画像の手前側に該静止画像に重なるように、
かつ、所定時間が経過する度に透明度を所定量（「透明度変化量」とする）ずつ変化させ
ながら他の静止画像を表示することにより前記擬似動画を作成するステップと、
　前記透明度変化量を指定するステップと、
　を備えたことを特徴とする擬似動画作成方法。
【請求項７】
　前記透明度変化量は、前記他の静止画像の透明度の変化開始から変化終了までの間、略
一定となるように設定された、
　ことを特徴とする請求項６に記載の擬似動画作成方法。
【請求項８】
　前記一の静止画像の撮影時刻と前記他の静止画像の撮影時刻との差である撮影時刻差を
Δｔとした場合に下式によって前記擬似動画の表示時間ΔＴを演算するステップ、を備え
、

【数３】

　前記透明変化量の指定は、前記他の静止画像の透明度の変化開始から変化終了までの時
間が前記演算された表示時間ΔＴに略一致するように行う、
　ことを特徴とする請求項６又は７に記載の擬似動画作成方法。
【請求項９】
　各静止画像の撮影時刻を時刻データとして保存するステップと、
　該保存された時刻データに基づき前記撮影時刻差Δｔを演算するステップと、
を備え、
　前記表示時間ΔＴの演算は、該演算された撮影時刻差Δｔに基づいて行う、
　ことを特徴とする請求項８に記載の擬似動画作成方法。
【請求項１０】
　前記複数の静止画像を、撮影順に“第１静止画像”“第２静止画像”“第３静止画像”
とした場合に、
　前記擬似動画を作成するステップにおいては、前記第１静止画像及び前記第２静止画像
の内の一の静止画像の手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透明度を変化させなが
ら他の静止画像を表示することにより前記第１静止画像から前記第２静止画像に徐々に切
り替え表示されてなる第１擬似動画を作成し、前記第２静止画像及び前記第３静止画像の
内の一の静止画像の手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透明度を変化させながら
他の静止画像を表示することにより前記第２静止画像から前記第３静止画像に徐々に切り
替え表示されてなる第２擬似動画を作成し、
　前記表示時間を演算するステップにおいては、前記第１擬似動画の表示時間である第１
表示時間ΔＴ１と、前記第２擬似動画の表示時間である第２表示時間ΔＴ２とを下式を満
たすように演算する、
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　ことを特徴とする請求項８又は９に記載の擬似動画作成方法。
【数４】

　　但し、Δｔ１は、前記第１静止画像の撮影時刻と前記第２静止画像の撮影時刻との撮
影時刻差であり、Δｔ２は、前記第２静止画像の撮影時刻と前記第３静止画像の撮影時刻
との撮影時刻差である。
【請求項１１】
　同一のオブジェクトを経時的に撮影して得た複数の静止画像を使って該オブジェクトの
経時的変化を示す擬似動画を作成する擬似動画作成プログラムにおいて、
　コンピュータを、
　前記複数の静止画像を画像データとして保存する画像データ保存手段、
　該画像データ保存手段からの画像データを受けて、一の静止画像の手前側に該静止画像
に重なるように、かつ、所定時間が経過する度に透明度を所定量（「透明度変化量」とす
る）ずつ変化させながら他の静止画像を表示することにより前記擬似動画を作成する擬似
動画作成手段、及び
　前記透明度変化量を指定する変化量指定手段、
　として機能させることを特徴とする擬似動画作成プログラム。
【請求項１２】
　前記透明度変化量は、前記他の静止画像の透明度の変化開始から変化終了までの間、略
一定となるように設定された、
　ことを特徴とする請求項１１に記載の擬似動画作成プログラム。
【請求項１３】
　前記コンピュータを、
　前記一の静止画像の撮影時刻と前記他の静止画像の撮影時刻との差である撮影時刻差を
Δｔとした場合に下式によって前記擬似動画の表示時間ΔＴを演算する表示時間演算手段
、
としても機能させ、

【数５】

　前記変化量指定手段は、前記他の静止画像の透明度の変化開始から変化終了までの時間
が前記表示時間演算手段にて演算された表示時間ΔＴに略一致するように前記透明度変化
量を指定する、
　ことを特徴とする請求項１１又は１２に記載の擬似動画作成プログラム。
【請求項１４】
　前記コンピュータを、
　各静止画像の撮影時刻を時刻データとして保存する時刻データ保存手段、及び
　該時刻データ保存手段に保存された時刻データに基づき前記撮影時刻差Δｔを演算する
時刻差演算手段、
としても機能させ、
　前記表示時間演算手段は、該時刻差演算手段が演算した撮影時刻差Δｔに基づいて前記
擬似動画の表示時間ΔＴを演算する、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の擬似動画作成プログラム。
【請求項１５】
　前記複数の静止画像を、撮影順に“第１静止画像”“第２静止画像”“第３静止画像”
とした場合に、
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　前記擬似動画作成手段は、前記第１静止画像及び前記第２静止画像の内の一の静止画像
の手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透明度を変化させながら他の静止画像を表
示することにより前記第１静止画像から前記第２静止画像に徐々に切り替え表示されてな
る第１擬似動画を作成し、前記第２静止画像及び前記第３静止画像の内の一の静止画像の
手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透明度を変化させながら他の静止画像を表示
することにより前記第２静止画像から前記第３静止画像に徐々に切り替え表示されてなる
第２擬似動画を作成し、
　前記表示時間演算手段は、前記第１擬似動画の表示時間である第１表示時間ΔＴ１と、
前記第２擬似動画の表示時間である第２表示時間ΔＴ２とを下式を満たすように演算する
、
　ことを特徴とする請求項１３又は１４に記載の擬似動画作成プログラム。
【数６】

　　但し、Δｔ１は、前記第１静止画像の撮影時刻と前記第２静止画像の撮影時刻との撮
影時刻差であり、Δｔ２は、前記第２静止画像の撮影時刻と前記第３静止画像の撮影時刻
との撮影時刻差である。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、同一のオブジェクトを経時的に撮影して得た複数の静止画像を使って該オブ
ジェクトの経時的変化を示す擬似動画を作成する擬似動画作成装置、擬似動画作成方法、
及び擬似動画作成プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、経時的変化の記録（つまり、何らかのオブジェクトに関する位置や形状や色など
についての経時的変化の記録）はビデオカメラ等を使った動画で行うことが一般的である
が、数日とか数ヶ月とかの長期間に亘る変化の記録はデジタルカメラ等を使った静止画像
で行うことがあった。例えば、医療の分野では、不定期に撮影して得た複数枚の写真（例
えば、眼底写真等）を見比べることで、病状の進行の度合いや術後の回復度合いを診断す
ることが行われている。しかしながら、複数枚の静止画像を並べて比較しなければならな
いため、その比較作業が繁雑となり、経時的変化を把握するのは容易ではなかった。
【０００３】
　そこで、このような問題を解決する方法として、複数の静止画像を使って該オブジェク
トの経時的変化を示す擬似動画を作成する方法が提案されている（例えば、特許文献１参
照）。具体的には、２枚の画像（先の画像と後の画像）を重ね合わせ、後の画像の透明度
を０％から１００％に徐々に変化させることにより、先の画像から後の画像に徐々に切り
替えることで、オブジェクトの経時的変化を容易に把握できるようにしていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２１７４９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術では、透明度の変化量は調整することができず
一定であるため、作成した擬似動画は全て同じ長さとなってしまい（つまり、どの擬似動
画も、透明度の変化開始から変化終了までの時間が皆同じ長さになってしまい）、擬似動
画の長さを長くしたり短くしたりすることは出来なかった。
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【０００６】
　本発明は、上述の問題を解消することのできる擬似動画作成装置、擬似動画作成方法、
及び擬似動画作成プログラムを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に係る発明は、図１に例示するものであって、同一のオブジェクトを経時的に
撮影して得た複数の静止画像を使って該オブジェクトの経時的変化を示す擬似動画を作成
する擬似動画作成装置（１）において、
　前記複数の静止画像を画像データとして保存する画像データ保存手段（２）と、
　該画像データ保存手段（２）からの画像データを受けて、一の静止画像の手前側に該静
止画像に重なるように、かつ、所定時間が経過する度に透明度を所定量（「透明度変化量
」とする）ずつ変化させながら他の静止画像を表示することにより前記擬似動画を作成す
る擬似動画作成手段（３）と、
　前記透明度変化量を指定する変化量指定手段（７）と、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　請求項２に係る発明は、請求項１に係る発明において、前記透明度変化量が、前記他の
静止画像の透明度の変化開始から変化終了までの間、略一定となるように設定されたこと
を特徴とする。
【０００９】
　請求項３に係る発明は、請求項１又は２に係る発明において、前記一の静止画像の撮影
時刻と前記他の静止画像の撮影時刻との差である撮影時刻差をΔｔとした場合に下式によ
って前記擬似動画の表示時間ΔＴを演算する表示時間演算手段（６）、を備え、
【数１】

　前記変化量指定手段（７）は、前記他の静止画像の透明度の変化開始から変化終了まで
の時間が前記表示時間演算手段（６）にて演算された表示時間ΔＴに略一致するように前
記透明度変化量を指定することを特徴とする。
【００１０】
　請求項４に係る発明は、請求項３に係る発明において、各静止画像の撮影時刻を時刻デ
ータとして保存する時刻データ保存手段（４）と、
　該時刻データ保存手段（４）に保存された時刻データに基づき前記撮影時刻差Δｔを演
算する時刻差演算手段（５）と、
を備え、
　前記表示時間演算手段（６）は、該時刻差演算手段（５）が演算した撮影時刻差Δｔに
基づいて前記擬似動画の表示時間ΔＴを演算することを特徴とする。
【００１１】
　請求項５に係る発明は、請求項３又は４に係る発明において、前記複数の静止画像を、
撮影順に“第１静止画像”“第２静止画像”“第３静止画像”とした場合に、
　前記擬似動画作成手段（３）は、前記第１静止画像及び前記第２静止画像の内の一の静
止画像の手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透明度を変化させながら他の静止画
像を表示することにより前記第１静止画像から前記第２静止画像に徐々に切り替え表示さ
れてなる第１擬似動画を作成し、前記第２静止画像及び前記第３静止画像の内の一の静止
画像の手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透明度を変化させながら他の静止画像
を表示することにより前記第２静止画像から前記第３静止画像に徐々に切り替え表示され
てなる第２擬似動画を作成し、
　前記表示時間演算手段（６）は、前記第１擬似動画の表示時間である第１表示時間ΔＴ
１と、前記第２擬似動画の表示時間である第２表示時間ΔＴ２とを下式を満たすように演
算することを特徴とする。
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【数２】

　　但し、Δｔ１は、前記第１静止画像の撮影時刻と前記第２静止画像の撮影時刻との撮
影時刻差であり、Δｔ２は、前記第２静止画像の撮影時刻と前記第３静止画像の撮影時刻
との撮影時刻差である。
【００１２】
　請求項６に係る発明は、同一のオブジェクトを経時的に撮影して得た複数の静止画像を
使って該オブジェクトの経時的変化を示す擬似動画を作成する擬似動画作成方法において
、
　前記複数の静止画像を画像データとして保存するステップと、
　該保存した画像データを使って、一の静止画像の手前側に該静止画像に重なるように、
かつ、所定時間が経過する度に透明度を所定量（「透明度変化量」とする）ずつ変化させ
ながら他の静止画像を表示することにより前記擬似動画を作成するステップと、
　前記透明度変化量を指定するステップと、を備えたことを特徴とする。
【００１３】
　請求項７に係る発明は、請求項６に係る発明において、前記透明度変化量が、前記他の
静止画像の透明度の変化開始から変化終了までの間、略一定となるように設定されたこと
を特徴とする。
【００１４】
　請求項８に係る発明は、請求項６又は７に係る発明において、前記一の静止画像の撮影
時刻と前記他の静止画像の撮影時刻との差である撮影時刻差をΔｔとした場合に下式によ
って前記擬似動画の表示時間ΔＴを演算するステップ、を備え、

【数３】

　前記透明変化量の指定は、前記他の静止画像の透明度の変化開始から変化終了までの時
間が前記演算された表示時間ΔＴに略一致するように行うことを特徴とする。
【００１５】
　請求項９に係る発明は、請求項８に係る発明において、各静止画像の撮影時刻を時刻デ
ータとして保存するステップと、
　該保存された時刻データに基づき前記撮影時刻差Δｔを演算するステップと、
を備え、
　前記表示時間ΔＴの演算は、該演算された撮影時刻差Δｔに基づいて行うことを特徴と
する。
【００１６】
　請求項１０に係る発明は、請求項８又は９に記載の発明において、前記複数の静止画像
を、撮影順に“第１静止画像”“第２静止画像”“第３静止画像”とした場合に、
　前記擬似動画を作成するステップにおいては、前記第１静止画像及び前記第２静止画像
の内の一の静止画像の手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透明度を変化させなが
ら他の静止画像を表示することにより前記第１静止画像から前記第２静止画像に徐々に切
り替え表示されてなる第１擬似動画を作成し、前記第２静止画像及び前記第３静止画像の
内の一の静止画像の手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透明度を変化させながら
他の静止画像を表示することにより前記第２静止画像から前記第３静止画像に徐々に切り
替え表示されてなる第２擬似動画を作成し、
　前記表示時間を演算するステップにおいては、前記第１擬似動画の表示時間である第１
表示時間ΔＴ１と、前記第２擬似動画の表示時間である第２表示時間ΔＴ２とを下式を満
たすように演算することを特徴とする。
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【数４】

　　但し、Δｔ１は、前記第１静止画像の撮影時刻と前記第２静止画像の撮影時刻との撮
影時刻差であり、Δｔ２は、前記第２静止画像の撮影時刻と前記第３静止画像の撮影時刻
との撮影時刻差である。
【００１７】
　請求項１１に係る発明は、同一のオブジェクトを経時的に撮影して得た複数の静止画像
を使って該オブジェクトの経時的変化を示す擬似動画を作成する擬似動画作成プログラム
において、
　コンピュータを、
　前記複数の静止画像を画像データとして保存する画像データ保存手段（２）、
　該画像データ保存手段（２）からの画像データを受けて、一の静止画像の手前側に該静
止画像に重なるように、かつ、所定時間が経過する度に透明度を所定量（「透明度変化量
」とする）ずつ変化させながら他の静止画像を表示することにより前記擬似動画を作成す
る擬似動画作成手段（３）、及び
　前記透明度変化量を指定する変化量指定手段（７）、として機能させることを特徴とす
る。
【００１８】
　請求項１２に係る発明は、請求項１１に係る発明において、前記透明度変化量が、前記
他の静止画像の透明度の変化開始から変化終了までの間、略一定となるように設定された
ことを特徴とする。
【００１９】
　請求項１３に係る発明は、請求項１１又は１２に記載の発明において、前記コンピュー
タを、
　前記一の静止画像の撮影時刻と前記他の静止画像の撮影時刻との差である撮影時刻差を
Δｔとした場合に下式によって前記擬似動画の表示時間ΔＴを演算する表示時間演算手段
（６）、
としても機能させ、

【数５】

　前記変化量指定手段（７）は、前記他の静止画像の透明度の変化開始から変化終了まで
の時間が前記表示時間演算手段（６）にて演算された表示時間ΔＴに略一致するように前
記透明度変化量を指定することを特徴とする。
【００２０】
　請求項１４に係る発明は、請求項１３に係る発明において、前記コンピュータを、
　各静止画像の撮影時刻を時刻データとして保存する時刻データ保存手段（４）、及び
　該時刻データ保存手段（４）に保存された時刻データに基づき前記撮影時刻差Δｔを演
算する時刻差演算手段（５）、
としても機能させ、
　前記表示時間演算手段（６）は、該時刻差演算手段（５）が演算した撮影時刻差Δｔに
基づいて前記擬似動画の表示時間ΔＴを演算することを特徴とする。
【００２１】
　請求項１５に係る発明は、請求項１３又は１４に係る発明において、前記複数の静止画
像を、撮影順に“第１静止画像”“第２静止画像”“第３静止画像”とした場合に、
　前記擬似動画作成手段（３）は、前記第１静止画像及び前記第２静止画像の内の一の静
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止画像の手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透明度を変化させながら他の静止画
像を表示することにより前記第１静止画像から前記第２静止画像に徐々に切り替え表示さ
れてなる第１擬似動画を作成し、前記第２静止画像及び前記第３静止画像の内の一の静止
画像の手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透明度を変化させながら他の静止画像
を表示することにより前記第２静止画像から前記第３静止画像に徐々に切り替え表示され
てなる第２擬似動画を作成し、
　前記表示時間演算手段（６）は、前記第１擬似動画の表示時間である第１表示時間ΔＴ
１と、前記第２擬似動画の表示時間である第２表示時間ΔＴ２とを下式を満たすように演
算することを特徴とする。
【数６】

　　但し、Δｔ１は、前記第１静止画像の撮影時刻と前記第２静止画像の撮影時刻との撮
影時刻差であり、Δｔ２は、前記第２静止画像の撮影時刻と前記第３静止画像の撮影時刻
との撮影時刻差である。
【００２２】
　なお、括弧内の番号などは、図面における対応する要素を示す便宜的なものであり、従
って、本記述は図面上の記載に限定拘束されるものではない。
【発明の効果】
【００２３】
　請求項１，６，及び１１に係る発明によれば、他の静止画像の透明度は所定量（つまり
、透明度変化量）ずつ変化されるので、一の静止画像及び他の静止画像が自然に切り替わ
る擬似動画が得られる。この擬似動画を見ることで、複数枚の静止画像を対比観察する場
合と比べ、
・　経時変化する前の状態や、
・　経時変化した後の状態や、
・　経時的変化をした箇所
などを比較的容易に把握することができる。また、上述の透明度変化量は変化量指定手段
によって指定できるようになっているので、前記他の静止画像の透明度の変化開始から変
化終了までの時間（つまり、擬似動画の長さ）を必要に応じて長くしたり短くしたりする
ことができる。
【００２４】
　請求項３，４，８，９，１３及び１４に係る発明によれば、例えば、撮影時刻差Δｔが
“１年”である２枚の静止画像を使って作成した擬似動画は、“１年”に略比例する表示
時間となり、撮影時刻差が“半年”である２枚の静止画像を使って作成した擬似動画は、
“半年”に略比例する表示時間となって、実際の撮影時刻差Δｔの長短が擬似動画の表示
時間ΔＴに反映されることなる。その結果、それぞれ擬似動画を見比べるだけで、実際の
変化がゆっくりと進行したのか、或いは早く進行したのかを把握することができる。
【００２５】
　請求項２，７及び１２に係る発明によれば、静止画像が徐々に切り替えられることとな
り、オブジェクトの経時的変化をより確実に把握することができる。
【００２６】
　請求項５，１０及び１５に係る発明によれば、前記第１乃至第３静止画像の撮影が不定
期に行われたとしても（つまり、前記撮影時刻差Δｔ１と前記撮影時刻差Δｔ２とが等し
くなくても）、その点を考慮した擬似動画（つまり、映し出されるオブジェクトの時間の
流れが略一定である擬似動画）を得ることができ、該オブジェクトの経時的変化をリアル
に再現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
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【図１】図１は、本発明に係る擬似動画作成装置の構造の一例を示すブロック図である。
【図２】図２(a) (b) は、他の静止画像の透明度の変化の態様を示す図である。
【図３】図３(a) (b) は、一の静止画像及び他の静止画像の透明度の変化の様子の一例を
示す図である。
【図４】図４(a) (b) は、一の静止画像及び他の静止画像の透明度の変化の様子の一例を
示す図である。
【図５】図５は、３つの静止画像を切り替え表示する場合の透明度の変化の態様を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、図１乃至図４に沿って、本発明の実施の形態について説明する。
【００２９】
　本発明に係る擬似動画作成装置は、同一のオブジェクト（目的物）を経時的に撮影して
得た複数の静止画像を使って該オブジェクトの経時的変化を示す擬似動画を作成する装置
である。
【００３０】
　本発明に係る擬似動画作成装置は、図１に符号１で例示するものであって、
・　前記複数の静止画像を画像データとして保存する画像データ保存手段２と、
・　前記画像データ保存手段２からの画像データを受けて擬似動画を作成する擬似動画作
成手段３と、
を備えている。そして、この擬似動画作成手段３は、
・　一の静止画像の手前側に該静止画像に重なるように他の静止画像を表示するようにし
、
・　該他の静止画像を表示する際に、その透明度を徐々に変化させる、
ように構成されている。具体的には、
(a) 　前記他の静止画像の透明度を最初は低く設定しておいて、所定時間（以下、適宜“
単位時間”とする）ｄｔが経過する度に透明度を所定量（「透明度変化量」とする）ｄｃ
ずつ高くしていく態様（例えば、図２(a)
に例示するように、透明度を略０％から略１００％に階段状に変化させる態様）
(b) 　前記他の静止画像の透明度を最初は高く設定しておいて、単位時間が経過する度に
透明度を所定量（透明度変化量）ずつ低くしていく態様（例えば、図２(b)
に例示するように、透明度を略１００％から略０％に階段状に変化させる態様）
を挙げることができる。そして、上述の透明度変化量は変化量指定手段７によって指定で
きるようになっている。この変化量指定手段７としては、
・　操作者が手動で透明変化量を指定するための手段（例えば、ボリュームつまみやスラ
イドスイッチなどの公知のスイッチ）
・　何らかのデータに基づいて透明変化量を自動で指定するような手段（詳細は後述する
）
を挙げることができる。上記(a) の場合は、初めは該他の静止画像が見えていて徐々に前
記一の静止画像に切り替わっていくような擬似動画が作成されることとなり、撮影時刻が
古い方の静止画像を該他の静止画像とし撮影時刻が新しい方の静止画像を該一の静止画像
とすることにより、前記オブジェクトの経時的変化を示す擬似動画が作成されることとな
る。一方、上記(b)
の場合は、初めは前記一の静止画像が見えていて徐々に前記他の静止画像に切り替わって
いくような擬似動画が作成されることとなり、撮影時刻が古い方の静止画像を前記一の静
止画像とし撮影時刻が新しい方の静止画像を前記他の静止画像とすることにより、前記オ
ブジェクトの経時的変化を示す擬似動画が作成されることとなる。
【００３１】
　本発明によれば、上述した擬似動画を見ることで、複数枚の静止画像を対比観察する場
合と比べ、
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・　経時変化する前の状態や、
・　経時変化した後の状態や、
・　経時的変化をした箇所
などを比較的容易に把握することができる。また、上述の透明度変化量は変化量指定手段
７によって指定できるようになっているので、前記他の静止画像の透明度の変化開始から
変化終了までの時間（つまり、擬似動画の長さ）を必要に応じて長くしたり短くしたりす
ることができる。
【００３２】
　ところで、前記他の静止画像の透明度が０％のときに前記一の静止画像が該他の静止画
像に隠れて見えないのであれば、該一の静止画像の透明度は変化させずに一定（好ましく
は、略０％で一定）にしていれば良いが（図３(a) (b) 参照）、該他の静止画像の透明度
が０％であっても前記一の静止画像が見えてしまうような場合（例えば、オブジェクトの
位置や形状が経時的に変化するため、後で撮影した静止画像中のオブジェクトの像が、先
に撮影した静止画像中のオブジェクトの像からはみ出て表示されるような場合）には、前
記一の静止画像の透明度は適宜変化させると良い（図４(a)
(b) 参照）。
【００３３】
　なお、上述の透明度変化量ｄｃは、前記他の静止画像の透明度の変化開始から変化終了
までの間、略一定となるように設定しておくと良い。透明度を略一定でなく変化させたよ
うな場合には、前記一の静止画像から前記他の静止画像へ（或いは、前記他の静止画像か
ら前記一の静止画像へ）静止画像が急に切り替わってしまってオブジェクトの経時的変化
を十分に把握できないおそれが残るが、上述のように透明度変化量を変化させずに略一定
にした場合には、静止画像が徐々に切り替えられることとなり、オブジェクトの経時的変
化をより確実に把握することができる。
【００３４】
　さらに、本発明に係る擬似動画作成装置１には、下式によって前記擬似動画の表示時間
ΔＴを演算する表示時間演算手段（図１の符号６参照）を設けておくと良い。
【数７】

　　但し、Δｔは、前記一の静止画像の撮影時刻と前記他の静止画像の撮影時刻との差（
撮影時刻差）であり、ｋは定数である。
【００３５】
　そして、前記変化量指定手段７は、前記他の静止画像の透明度の変化開始から変化終了
までの時間が前記表示時間演算手段６にて演算された表示時間ΔＴに略一致するように前
記透明度変化量を指定するようにすると良い。この場合、
・　各静止画像の撮影時刻を時刻データとして保存する時刻データ保存手段４と、
・　該時刻データ保存手段４に保存された時刻データに基づき前記撮影時刻差Δｔを演算
する時刻差演算手段５と、
を設けておき、前記表示時間演算手段６は、該時刻差演算手段が演算した撮影時刻差Δｔ
に基づいて前記擬似動画の表示時間ΔＴを演算するようにすると良い。
【００３６】
　上述のように構成した場合、例えば、撮影時刻差Δｔが“１年”である２枚の静止画像
を使って作成した擬似動画は、“１年”に略比例する表示時間となり、撮影時刻差が“半
年”である２枚の静止画像を使って作成した擬似動画は、“半年”に略比例する表示時間
となって、実際の撮影時刻差Δｔの長短が擬似動画の表示時間ΔＴに反映されることなる
。その結果、それぞれ擬似動画を見比べるだけで、実際の変化がゆっくりと進行したのか
、或いは早く進行したのかを把握することができる。
【００３７】
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　なお、前記擬似動画作成手段３は、一の静止画像の手前側に略重なるように他の静止画
像を表示する（つまり、２つの静止画像を重畳させる）が、その位置合わせは公知の技術
を用いると良い。
【００３８】
　ところで、３つの静止画像を使って擬似動画を作成するようにしても良い。いま、３つ
の静止画像を、その撮影順に“第１静止画像”“第２静止画像”“第３静止画像”と称す
ることとする。この場合、前記擬似動画作成手段３は、前記第１静止画像と前記第２静止
画像とを使って一つの擬似動画（以下、“第１擬似動画”とする）を作成し、前記第２静
止画像と前記第３静止画像とを使ってもう一つの擬似動画（以下、“第２擬似動画”とす
る）を作成する。これらの第１及び第２擬似動画をつなぎ合わせて表示すれば、前記第１
静止画像→前記第２静止画像→前記第３静止画像に掛けて経時的に変化するオブジェクト
の擬似動画を得ることができる。
【００３９】
　具体的には、前記擬似動画作成手段３は、前記第１静止画像及び前記第２静止画像の内
の一の静止画像の手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透明度を変化させながら（
つまり、透明度を徐々に高くするか又は透明度を徐々に低くしながら）他の静止画像を表
示することにより前記第１静止画像から前記第２静止画像に徐々に切り替え表示されてな
る第１擬似動画を作成し、前記第２静止画像及び前記第３静止画像の内の一の静止画像の
手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透明度を変化させながら（つまり、透明度を
徐々に高くするか又は透明度を徐々に低くしながら）他の静止画像を表示することにより
前記第２静止画像から前記第３静止画像に徐々に切り替え表示されてなる第２擬似動画を
作成すると良い。
【００４０】
　この場合、前記表示時間演算手段６は、前記第１擬似動画の表示時間である第１表示時
間ΔＴ１と、前記第２擬似動画の表示時間である第２表示時間ΔＴ２とを下式を満たすよ
うに演算するようにすると良い。
【数８】

　　但し、Δｔ１は、前記第１静止画像の撮影時刻と前記第２静止画像の撮影時刻との撮
影時刻差であり、Δｔ２は、前記第２静止画像の撮影時刻と前記第３静止画像の撮影時刻
との撮影時刻差である。
【００４１】
　上述のように構成した場合には、前記第１乃至第３静止画像の撮影が不定期に行われた
としても（つまり、前記撮影時刻差Δｔ１と前記撮影時刻差Δｔ２とが等しくなくても）
、その点を考慮した擬似動画（つまり、映し出されるオブジェクトの時間の流れが略一定
である擬似動画）を得ることができ、該オブジェクトの経時的変化をリアルに再現するこ
とができる。
【００４２】
　なお、上述の擬似動画作成装置１にはモニター１０を接続しておいて、該装置１で作成
した擬似動画を該モニター１０で表示するようにしても良い。また、該装置１で作成した
擬似動画を可搬性メモリー（例えば、ＵＳＢメモリー）に、例えばＡＶＩ、ＤＣＲ、ＤＩ
Ｒ、ＤＸＲ、ＭＰＥＧ、ＭＯＶといった形式の動画データファイルとして保存できるよう
にし、他の再生装置（例えば、パソコンやＤＶＤプレーヤー）で再生できるようにしても
良い。
【００４３】
　一方、本発明に係る擬似動画作成方法は、同一のオブジェクトを経時的に撮影して得た
複数の静止画像を使って該オブジェクトの経時的変化を示す擬似動画を作成する方法であ
る。
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【００４４】
　該擬似動画作成方法は、
・　前記複数の静止画像を画像データとして保存するステップと、
・　該保存した画像データを使って前記擬似動画を作成するステップと、
・　該擬似動画を作成する際の透明度変化量を指定するステップと、
を備えている。この場合の擬似動画の作成は上述した通りのものである。また、前記透明
度変化量は、前記他の静止画像の透明度の変化開始から変化終了までの間、略一定となる
ように設定しておくと良い。
【００４５】
　さらに、本発明に係る擬似動画作成方法においては、下式によって前記擬似動画の表示
時間ΔＴを演算するステップを実施するようにすると良い。そして、前記透明変化量の指
定は、前記他の静止画像の透明度の変化開始から変化終了までの時間が前記演算された表
示時間ΔＴに略一致するように行うと良い。
【数９】

　　但し、Δｔは、前記一の静止画像の撮影時刻と前記他の静止画像の撮影時刻との差（
撮影時刻差）である。
【００４６】
　またさらに、
・　各静止画像の撮影時刻を時刻データとして保存するステップと、
・　該保存された時刻データに基づき前記撮影時刻差Δｔを演算するステップと、
を実施し、前記表示時間ΔＴの演算は、該演算された撮影時刻差Δｔに基づいて行うよう
にすると良い。
【００４７】
　ところで、上述のように３つの静止画像（第１乃至第３静止画像）を使って擬似動画を
作成するようにしても良い。その場合、前記擬似動画を作成するステップにおいては、前
記第１静止画像及び前記第２静止画像の内の一の静止画像の手前側に該静止画像に重なる
ように、かつ、透明度を変化させながら（つまり、透明度を徐々に高くしていくか又は透
明度を徐々に低くしていきながら）他の静止画像を表示することにより前記第１静止画像
から前記第２静止画像に徐々に切り替え表示されてなる第１擬似動画を作成し、前記第２
静止画像及び前記第３静止画像の内の一の静止画像の手前側に該静止画像に重なるように
、かつ、透明度を変化させながら（つまり、透明度を徐々に高くしていくか又は透明度を
徐々に低くしていきながら）他の静止画像を表示することにより前記第２静止画像から前
記第３静止画像に徐々に切り替え表示されてなる第２擬似動画を作成すると良い。また、
前記表示時間を演算するステップにおいては、前記第１擬似動画の表示時間である第１表
示時間ΔＴ１と、前記第２擬似動画の表示時間である第２表示時間ΔＴ２とを下式を満た
すように演算するようにすると良い。
【数１０】

　　但し、Δｔ１は、前記第１静止画像の撮影時刻と前記第２静止画像の撮影時刻との撮
影時刻差であり、Δｔ２は、前記第２静止画像の撮影時刻と前記第３静止画像の撮影時刻
との撮影時刻差である。
【００４８】
　また一方、本発明に係る擬似動画作成プログラムは、同一のオブジェクトを経時的に撮
影して得た複数の静止画像を使って該オブジェクトの経時的変化を示す擬似動画を作成す
るプログラムである。
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【００４９】
　そして、該プログラムは、コンピュータを、
・　前記複数の静止画像を画像データとして保存する画像データ保存手段２、
・　各静止画像の撮影時刻を時刻データとして保存する時刻データ保存手段４、
・　前記画像データ保存手段２からの画像データを受けて、一の静止画像の手前側に該静
止画像に重なるように、かつ、所定時間（前記単位時間）が経過する度に透明度を所定量
（「透明度変化量」とする）ずつ変化させながら（つまり、透明度を徐々に高くしていく
か又は透明度を徐々に低くしていきながら）他の静止画像を表示することにより前記擬似
動画を作成する擬似動画作成手段３、及び
・　前記透明度変化量を指定する変化量指定手段７、
として機能させるものである。上述したように、前記透明度変化量は、前記他の静止画像
の透明度の変化開始から変化終了までの間、略一定となるように設定すると良い。
【００５０】
　また、本発明に係る擬似動画作成プログラムは、前記コンピュータを、下式によって前
記擬似動画の表示時間ΔＴを演算する表示時間演算手段６、としても機能させるようにす
ると良い。そして、前記変化量指定手段７は、前記他の静止画像の透明度の変化開始から
変化終了までの時間が前記表示時間演算手段６にて演算された表示時間ΔＴに略一致する
ように前記透明度変化量を指定するようにすると良い。
【数１１】

　　但し、Δｔは、前記一の静止画像の撮影時刻と前記他の静止画像の撮影時刻との撮影
時刻差である。
【００５１】
　さらに、本発明に係る擬似動画作成プログラムは、前記コンピュータを、
・　各静止画像の撮影時刻を時刻データとして保存する時刻データ保存手段４、及び
・　該時刻データ保存手段に保存された時刻データに基づき前記撮影時刻差Δｔを演算す
る時刻差演算手段５、
としても機能させるようにすると良い。そして、前記表示時間演算手段６は、該時刻差演
算手段５が演算した撮影時刻差Δｔに基づいて前記擬似動画の表示時間ΔＴを演算するよ
うにすると良い。
【００５２】
　ところで、上述のように３つの静止画像（第１乃至第３静止画像）を使って擬似動画を
作成するようにしても良い。その場合、前記擬似動画作成手段３は、前記第１静止画像及
び前記第２静止画像の内の一の静止画像の手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透
明度を変化させながら（つまり、透明度を徐々に高くしていくか又は透明度を徐々に低く
していきながら）他の静止画像を表示することにより前記第１静止画像から前記第２静止
画像に徐々に切り替え表示されてなる第１擬似動画を作成し、前記第２静止画像及び前記
第３静止画像の内の一の静止画像の手前側に該静止画像に重なるように、かつ、透明度を
変化させながら（つまり、透明度を徐々に高くしていくか又は透明度を徐々に低くしてい
きながら）他の静止画像を表示することにより前記第２静止画像から前記第３静止画像に
徐々に切り替え表示されてなる第２擬似動画を作成すると良い。また、前記表示時間演算
手段６は、前記第１擬似動画の表示時間である第１表示時間ΔＴ１と、前記第２擬似動画
の表示時間である第２表示時間ΔＴ２とを下式を満たすように演算すると良い。
【数１２】

　　但し、Δｔ１は、前記第１静止画像の撮影時刻と前記第２静止画像の撮影時刻との撮
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影時刻差であり、Δｔ２は、前記第２静止画像の撮影時刻と前記第３静止画像の撮影時刻
との撮影時刻差である。
【実施例１】
【００５３】
　本発明の一つの実施例を説明する。
【００５４】
　本実施例では、あるオブジェクトについて３回の写真撮影を行って３つの静止画像を取
得した（撮影順に第１静止画像、第２静止画像及び第３静止画像とする）。そして、１回
目の撮影から２回目の撮影までの間隔（撮影時刻差）は半年であり、２回目の撮影から３
回目の撮影までの間隔（撮影時刻差）は１年であった。
【００５５】
　上述した擬似動画作成装置１においては、前記時刻差演算手段５が、
・　前記第１静止画像の撮影時刻と前記第２静止画像の撮影時刻との撮影時刻差Δｔ１が
半年であること、及び
・　前記第２静止画像の撮影時刻と前記第３静止画像の撮影時刻との撮影時刻差Δｔ２が
１年であること
を演算し、前記表示時間演算手段６は、下式を満たすような第１表示時間ΔＴ１及び第２
表示時間ΔＴ２を演算する。
【数１３】

【００５６】
　そして、前記変化量指定手段７は、各静止画像の透明度の変化開始から変化終了までの
時間が前記表示時間に略一致するように前記透明度の透明度変化量を指定することとなる
。本実施例においては、第１表示時間ΔＴ１と第２表示時間ΔＴ２との比が１：２である
ため、前記第１表示時間ΔＴ１における透明度変化量ｄｃ１と前記第２表示時間ΔＴ２に
おける透明度変化量ｄｃ２との比は２：１とされる。例えば、図５に例示するように、第
１表示時間ΔＴ１においては透明度は５％ずつ０％から１００％まで階段状に変化され、
第２表示時間ΔＴ２においては透明度は２．５％ずつ０％から１００％まで階段状に変化
される。単位時間（つまり、透明度が一定に保持される時間）をｄｔとすると、第１表示
時間ΔＴ１＝２０ｄｔとなり、第２表示時間ΔＴ２＝４０ｄｔとなり、全表示時間は６０
ｄｔとなる。
【００５７】
　本実施例の場合、前記第１静止画像及び前記第２静止画像は定期的に撮影されたもので
はなく、前記撮影時刻差Δｔ１と前記撮影時刻差Δｔ２は等しくないが、その点を考慮し
た擬似動画が作成されるので、オブジェクトの経時的変化をリアルに再現することができ
る。
【実施例２】
【００５８】
　上記実施例１において、前記第１表示時間ΔＴ１における透明度変化量ｄｃ１を５％で
なく４％にしても良い。その場合、前記第１表示時間ΔＴ１における透明度変化量ｄｃ１
と前記第２表示時間ΔＴ２における透明度変化量ｄｃ２との比を２：１とするには、前記
第２表示時間ΔＴ２における透明度変化量ｄｃ２を２％にする必要があり、第１表示時間
ΔＴ１＝２５ｄｔとなり、第２表示時間ΔＴ２＝５０ｄｔとなり、全表示時間は７５ｄｔ
となる。
【実施例３】
【００５９】
　上記実施例２において単位時間ｄｔ（つまり、透明度が一定に保持される時間ｄｔ）を
変更しても良い。例えば、単位時間ｄｔをｄｔ’＝４／５ｄｔに変更すると良い。そのよ
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うにした場合には、第１表示時間ΔＴ１＝２０ｄｔとなり、第２表示時間ΔＴ２＝４０ｄ
ｔとなり、全表示時間は６０ｄｔとなる。これにより、透明度変化量ｄｃを変えても擬似
動画の長さ（前表示時間）を同じにしたいというニーズを満たすことができる。
【実施例４】
【００６０】
　いま、あるオブジェクトを経時的に撮影して、撮影順に、第１静止画像、第２静止画像
、第３静止画像、…を得たとする。そして、
・　前記第１静止画像から前記第２静止画像に徐々に切り替え表示されてなる第１擬似動
画を表示する時間を第１表示時間ΔＴ１
・　前記第２静止画像から前記第３静止画像に徐々に切り替え表示されてなる第２擬似動
画を表示する時間を第２表示時間ΔＴ２
・　前記第３静止画像から前記第４静止画像に徐々に切り替え表示されてなる第３擬似動
画を表示する時間を第３表示時間ΔＴ３
…とし、
・　前記第１表示時間ΔＴ１における透明度変化量をｄｃ１とし、
・　前記第２表示時間ΔＴ２における透明度変化量をｄｃ２とし、
・　前記第３表示時間ΔＴ３における透明度変化量をｄｃ３
……とし、単位時間をｄｔとし、各表示時間においていずれか一方の静止画像の透明度を
０％から１００％に変化させるものとすると、各表示時間は、次式で表される。すなわち
、
【数１４】

【００６１】
　ここで、
・　前記第１静止画像の撮影時刻と前記第２静止画像の撮影時刻との撮影時刻差をΔｔ１
とし、
・　前記第２静止画像の撮影時刻と前記第３静止画像の撮影時刻との撮影時刻差をΔｔ２
とし、
・　前記第３静止画像の撮影時刻と前記第４静止画像の撮影時刻との撮影時刻差をΔｔ３
……とすると、
【数１５】

より、
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【数１６】

となる。したがって、前記擬似動画をつなぎ合わせた場合の全表示時間Ｔは下式で表され
ることとなる。
【数１７】

【００６２】
　なお、透明度変化量ｄｃ１を別の変化量ｄｃ１’に変更し、単位時間ｄｔを別の時間ｄ
ｔ’に変更した場合であっても、

【数１８】

上式を満たす関係にあれば、全表示時間は以下のように同じである。
【数１９】

【符号の説明】
【００６３】
　　１　　　　　　　　擬似動画作成装置
　　２　　　　　　　　画像データ保存手段
　　３　　　　　　　　擬似動画作成手段
　　４　　　　　　　　時刻データ保存手段
　　５　　　　　　　　時刻差演算手段
　　６　　　　　　　　表示時間演算手段
　　７　　　　　　　　変化量指定手段
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